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あらまし：独居高齢者は孤独になりやすい. 孤独が原因で初期の症状に気づかれずに,認知症のリスクの増加,地
域やどこにも助けを求めることができず孤独死をしてしまうリスクが高まっている. そこで本研究では, 独居高
齢者を対象として, 認知症の予防, 孤独死のリスクを軽減するためのコミュニティ形成を目的とした自分史の動
画制作ワークショップをデザインする.  
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1. はじめに 
独居高齢者は年々増加している.独居高齢者が感

じる孤独は認知症の進行(1)や,孤独死のリスクの増加

など様々な問題を引き起こすことにつながる. その

孤独に対処するために,従来の語り合いの場のよう

な簡単なコミュニケーションをとるコミュニティよ

りも,さらにお互いのことを深く知り, 腹を割って話

せるようなコミュニティが独居高齢者には必要だと

考えた. そのコミュニティをつくるためのきっかけ

とし, 自分の人生において重要な経験や, 自分の歴

史, 時代背景などが画像や文章で記されている「自

分史」に注目した. 
自分史を誰かに見せるということは, 自分のこと

をよく知ってもらうきっかけにもなり, 会話のきっ

かけにもなりうる.しかし,従来の自分史はあくまで

自分や家族用として扱われてきたため,前提知識を

共有していない者は読むのに時間がかかったり, 大
勢に簡単に見せることができないといった問題点が

あり,会話のきっかけとしては扱いづらい． 
そこで本研究では,会話のきっかけとなる情報を

短時間でわかりやすく相手にみせることが可能な動

画に着目した．動画で自分史を表現し,それをお互い

に発表し合うことで相互に理解し合うことを促進し, 
新たなコミュニティにより孤独の解消を目指すワー

クショップをデザインした． 
 
2. 自分史 
2.1 自分史の効果 
新たなコミュニティにより,自分史」は人の生き

た証を家族や子孫, 友人などだけではなく, 社会に

も伝える資料であり, それは後世にとっての大事な

知識や知恵につながる. また,「自分史を書く」こ

とは,認知機能維持に役立つだけでなく,人生の軌跡

を自己確認でき, その中で得られる自身の「強い」

面や「弱い」面の新たな発見や, 自尊感情を高めら

れることなど, 高齢者における心理社会的発達を促

進し，健康を維持する効果も期待されている(2). 

2.2 自分史を動画で制作する理由 
従来の自分史は市販されている自分史ノートや, 

表計算ソフトなどを用いて写真や文章のみで制作さ

れてきた.一方,昨今の急速なカメラ機器やスマート

フォンの普及で, 動画の扱いが昔と比べて一般化さ

れた現在, 自分史で扱うメディアを写真や文章に限

定する理由はない.また,動画は情報量も多く短い時

間で多くのことを伝えられるという利点がある. そ

こで本研究では，従来の文字や画像の自分史ではな

く, 図 1のように 5分ほどの動画で制作する. 

 

図 1制作する動画の自分史(例) 

 

3. ワークショップデザイン 
独居高齢者を対象に自分史の動画を作成するワー

クショップについて述べる.本ワークショップでは

ガニエの 9教授事象に基づきデザインする.  
3.1 ガニエの 9 教授事象 
ガニエの 9教授事象(3)とは教授設計,開発の理論で

あり，教授活動における学習者への働きかけのプロ

セスをまとめたものである（表 1）． 
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3.2 提案するワークショップ 
ガニエの 9教授事象に対応したワークショップの

コンテンツを表 2 に示す．また, ワークショップは

表 3 に示すように, 連続した 4 回での制作と後日の

インタビューを合わせて全 5回を基本に構成する． 
(1) できるだけ同じ地域に住む独居高齢者 4 人 1 グ
ループを 3組作成する 

(2) 全体の講師 1 人, 各班サポートで 1 人をつける 
(3) 4 時間のワークショップを 3日おきに行う. 

1 回目の最初にアイスブレイクとして, パスタタ

ワー（マシュマロチャレンジ）を行う．会話のきっ

かけを創出し, グループ内の会話を活性化する. ま
た, 自分史動画の例を提示，4回の流れの説明を行う.  
２回目からは自分史動画の制作を行う. 自身の過

去の写真や動画を持ち寄り, それらの素材を活用し

ながら制作を進める. このプロセスの中で自身の過

去の写真などを見ながら, 参加者同士で語り合う時

間を設ける. これにより，ワークショップ内に認知

症予防につながる回想法(4)という手法と同様の効果

があると考える． 
３回目では, 既存の素材を用いるだけでなく, 参

加者同士での相互インタビュー動画を撮影しあうこ

とで, 相互に深く知ることができる． 
最終回では, 各々が制作した自分史の動画の発表

会を行い, 参加者の過去と自分の過去を重ね，共有

することで会話のきっかけへとつなげる． 
後日，制作した自分史動画を家族や友人に見ても

らった感想や自身の変化などインタビューを行う． 
 

表 1 ガニエの 9教授事象 
1 学習者の注意を喚起する 
2 学習目標を知らせる 
3 前提条件を確認する 
4 新しい事項を提示する 
5 学習の指針を与える 
6 練習の機会を設ける 
7 フィードバックする 
8 学習の成果を評価する 
9 保持と転移を高める 

 
表 2ガニエの 9教授事象を元に 
デザインしたワークショップ 

❶ 事前配布資料に基づく質問,発話 

❷ 目標とワークショップの流れを提示 

❸ 従来の自分史の提示 

❹ 自分史動画の例を見せる 

❺ 制作の流れを提示 

❻ 自身の自分史の動画を制作する 

❼ 制作する中で, 改善案を言い合う 

❽ 動画を発表, 感想を言い合う, テスト 

❾ 後日,家族や友人などに見せる 

 
 

表 3 ワークショップの流れ 

回 項目 具体的内容 表 2 の

項目 
1
回

目 

アイスブレイク 
(パスタタワー) 
流れの説明 

高齢者同士の 
会話の活性化 
→孤独を解消 

❶❷ 
❸❹❺ 

2
回

目 
自分史動画制作 

動画素材を探す中で 
行われる回想法 
→認知症の進行予防 

❻❼ 

3 
回

目 

相互 
インタビュー 

参加者同士が相手の 
動画を撮影する 
→お互いを知る 

❻❼ 

最

終

回 

自分史 
動画発表会 

大勢の前で 
自分の動画を発表 
→会話のきっかけ 

❽❾ 

 
後

日 

家族や友人に 
制作物を見せて 
感想を聞く 

いろんな人に 
動画を見せる 
→孤独を解消 

❽❾ 

 
3.3 ワークショップの評価項目 
 提案したワークショップのデザインが有益か否
かを確認するために, 参加者の孤独感とワークショ
ップの目標達成度を評価する. 孤独感は参加前後を
比較し，地域在住の高齢者の孤独感を評価するため
の尺度である国際的に標準化されている UCLA 孤独
感尺度(5)の日本語版を用いる. 理解度はガニエの 9
教授事象にのっとり，ワークショップの目標がど
の程度達成できたかについてインタビュー調査
を行う． 
 
4. おわりに 
今回, 独居高齢者を対象に孤独の解消を目的とし

た自分史の動画を作成するワークショップをデザイ

ンした. 
 今後, 今回デザインしたワークショップの実践と, 
評価検証を行う. 
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